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わが国の資産再評価に関する
主要文献目録
酒 井 文 雄
ま ぇ が き
固定資産再評価の問題が，戦後のわが国企業会計制度の発展にとって．
極めて重要な役割を果してきたことは，周知のことである。そして，
に直面している。
備の段階であり．それから今日まで十有余年，
数は百人以上であり，
ここでは，
この
問題は今日，国内的には昨年以来の大蔵省理財局を中心とする巨大会社へ
の再評価積立金の八割強制組入案の検討とこれに対する財界側なかでも証
券業界からの反対という形で行悩み，他方国際的にはソヴィニトでの1958
~1960年における企業の固定資産の統一的再評価実施に関する閣議決定
(1956年12月25)日とこれが実施方法をめぐる諸論議の展開という新しい事態
（註）
わが国で固定資産再評価の問題が登場したのは戦後間もない企業再建整
この問題に関説した人達の
これらの人達の論稿は無慮数百に上ると思われる。
これらの論稿のうち私自身の目にふれた範囲で，主要なものを
整理してみた。戦前のわが国におけるこの種の問題に関する研究について
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目
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井
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八
八
は，太田，岩田，片野の諸教援の共著「貨幣価値変動会計」が貨幣価値変
動会計に関する会計文献目録としてその巻末に紹介されているが，戦後の
ものについてはいまだ未整理状態にあるからである。
雑誌名については，企会（企業会計），産経（産業経理），税経（税経通信），
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税会（税務会計），税弘（税務弘報），経営（経営評論），東洋経済（東洋経済新報）
わ
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価
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す
る
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文
献
目
録
（
酒
井
）
等の，発行年月日については， 25.(25年）， 25.1.(25年1月），
1月1日）等の，略号で示してある。
25.1.1. (25年
（註） 前拙稿「戦後各国における再評価事情」（関大商学論集， 32年12月号）では，
ソヴィエトにおける新しい事能を全く見落すという誤まりをおかしていた。したが
って「社会主義国が再評価の圏外に脱出した」という前拙稿での誤まった事実認識
は，ここに訂正しておかねばならない。けれども「会社主義国で再評価が実施され
たとしても，それは私有財産制度を前提とした資本主義諸国の再評価とその社会的
な意味がまった＜相違している」ことは，再び強調しておく必要がある。そして，
更にソヴィニトにおける再評価実施の妥当性如何という点については，会計計算に
おける伝統的な原価主義へのわれわれの断ちがたいノスクルジアのゆえに，にわか
に贅同できないのである。
何れにしても，この問題は二つの経済体制の下での異同を越えて，貨幣計算をそ
の主要な内容とする会計計算そのものの限界という視角から再検討されて然るべき
性質のものと思われる。
A 著書・単行本
八
七
(a) 法規・通達集
大蔵財務協会 資産再評価法・企業資本充実法関係法規通達集
中央経済社 資産再評価法規集
(b） 著書・解説書
吉野俊彦 通貨安定と資産再評価（有恒社刊）
明里長太郎監修 資産再評価法の解説と実務（日本経済社刊）
磯江重泰 再々評価及び姿本組入詳解（港出版合作社刊）
武田昌輔 資産再評価と税務（税務経理協会刊）
徳島米三郎 疑産再評価法便覧（納税者新聞社刊）
平井迪郎
大倉真隆
＿ 姿産再評価強制措置法解説（柏井書房刊）
吉田信邦 資産再評価詳解（大蔵財務協会刊）
29.7.25. 
29.10.5. 
24.10. 
25.4. 
26.4. 
29.7. 
25.5. 
29.8. 
25.5. 
B
 
論 攻
青
(a) 経営会計専門家のもの
木茂男 企業資産溝成の問題点
99 貨幣価値の変動と財務諸表
企業の利益処分と固定資産の再評価” 
経営
経理知識
早稲田商学
25.7. 
28.5. 
29.3. 
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宵木倫太郎 再評価の経理方法 産経 24.10. 
伊藤長正 資産再評価の方向を衡く ダイヤモ‘ノト• 24.2.11. 
II 我国資産再評価の特色 経営 24.11.
” 我国における貨幣価値変動会計
会計 27.4. わ
貨幣価値変動修正会計 会計 28.8. 
が
” 国
” 
企業分析と経済分析 (29年3月，中央経済社刊） の
P. P.87~88, P.148. 塁
岩 田 巖 資本維持の構造を分析して実質資本維持学説に及ぶ企会 28.4.
再
評
II 固定姿産会計における資本維持の観念 税経 28.6. 価
に
植野郁太 企業会計理論 (33年4月，有斐閣刊） P. P.122~ 130.. 関
牛尾真造 固定資産再評価の経済理論 経済評論 25.4. 
す
る
江口平治 資産再評価法に残されたもの 会計 26.4. 主
江 村 稔 資本の維持と更新 企会 27.7.
要
文
‘’ 会計的利益の概念
産経 29.1. 献
目
‘’ 資産再評価論の再吟味
企会 29.5. 録
太田哲 ＝ イソフレーションと事業経理 産経 22.9. 誡
” 資産の再評価問題をめぐって
企会 24.3. む
” 資本と収益 企会 25.1.
” 会計原則における資産評価 産経 25.5~6. 
” 固定贅産会計 (28年3月，中央経済社刊）
P. P.212~215. 
” 資本収益性の維持 企会 28.7.
‘’ 再評価法の改正
税経 29.5.
” 再評価積立金について 企会 33.1.
大塚一 郎 資産評価と特別繰延勘定 経営者 29.3. 
大 平 巖 第三次再評価について 会計 28.3. 
岡部 利 良 貨幣価値変動と企業所得 税経 28.9.
II 貨幣価値変動期における固定資産再評価の問題性会計29.4~6.
” 収益力再評価論批判（木村編「資本蓄積と企業会計」，
30年8月，森山書店刊，所収）
加 賀野宇一 企業資産の再評価問題の経過 会計 24.4.
八
片野一郎 日本インフレと贅産再評価 経営 24.4. .. ノ‘
， 日本イソフレーツ aンにおける企業所得と資本蓄積企会 28.7.
‘’ 「貨幣価値変動と会計」の焦点をなすもの 会計 28.8. 
” 日本インフレーショソ会計の見方 産経 29.1. 
” 安定価値会計への反省 一橋論叢 30.11. 
雁 本 弘 固定資産の評価損益について 税経 27.8. 
木内佳市 貨幣価値の変動と減価償却の一問題 会計 30.1. 
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木村和三郎 固定資産再評価のナンセンス 産経 23.11. 
” 固定資産再評価の経済的意義 経営 24.2.
‘’ イソフレーション期における固定資産会計（大阪商大経
わ 研編「一般的危機と日本資本主義」， 24年12月・蘭書房
が
刊，所収）国
の 資産再評価のコソセンス 企会 28.8.
資
産 ” 資産再評価と資本の菩積 企会 29.3.再
” 資産再評価強制に対する中小企業の対処方針同盟時報 29.5.評
価 II 会計学研究 (29年6月，有斐閣刊） P. P.274~275. 
に．
資本蓄積と企業会計（木村編「資本蓄積と企業会計」所収）関 ” す 喜田義雄 減価償却による収益高の伸縮について 経営 23.10. 
る
主 国弘員人 自己資本充実の必要性の理論 企会 33.1.
要
栗原一平 強制再評価に関しての問題点 簿記 29.6.文
献
” 資本構成の是正と演産再評価 税経 29.11.目
録 黒 沢 清 労資の利害は共遥 東洋経済 23.5.29.
ヘ
” 企業資産評価と資本再評価の問題 経済連合 23.6.酒
井 II 企業財産再評価の必然性とそのコントロール 産経 23.12.
、- ‘’ 資産再評価調整勘定と払込剰余金 企会 24.3.
” 再評価問題管見 税経 24.4,
” 再評価と会計原則 会計 24.10. 
” 企業評価論序説 企会 25.5~7.
” 再評価差額の算定と特別資本金に就て（租研編「シャウ
プ勧告の綜合的研究」， 25年 2月，同会刊，所収）
” 再評価か進更正か 産経 28.3.
小高泰雄 評価論上に於ける主観主義の反省 企会 24.1. 
佐藤孝 再評価剰余金について 企会 24.10.
佐藤信吉 会計数理の実務演習 (26年4月，春秋社刊） P. P.140~145. 
‘’ 貨幣価値変動期における収益性盗産の評価法 会計 26.10.
佐藤善助 再評価と減価／賞却の予定配賦 簿記 25.11. 
八
＝辺金蔵 企業の実質資本維持について 企会 24.1.
五
” 合理的資本構成比率の提唱 企会 26.4. 
高瀬荘太郎 インフレーツョン下の評価問題 税経 23.7. 
” 資本構成の欠陥と金融困難 企会 26.1.
高松和男 イソフレィショソ会計の課題 産経 29.2. 
” 修正基準としての物価指数 会計 30.1.
‘’ 物価指数の信頼性 会計 30.2. 
士田三千雄 貨幣価値変動と会計責任 会計 29.5. 
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中西寅雄 インフレーツョソと資産再評価 産経 23.8.
” シャウプ勧告に於ける資産再評価及び附加価値 産経 24.11.
中村平男 資産再評価問答 税会 25.2~3.
西垣富治 インフレ下の資本課税 税経 23・11. わ
” 評価益の意義について 企会 24.4.
が
国
” 再評価差額に対する課税の根拠に就て 企会 24.11. の
” 財産評価論 (25年1月，税務経理協会刊） P. P.189~214. 塁
” 評価基準に関する吟味 企会 25.3.
再
評
” 固定資産再評価をめぐる所得税と固定資産税との対立 価
税経 26.2. 
に
関
沼田嘉穂 固定資産の再評価に就て 産経 23.8. す
る
” 固定資産評価と減価償却 税経 25.1. 主
” 固定資産の評価増を巡る諸問題 税経 27.8. 
要
文
野田信夫 経済安定と資産再評価への疑問（平井編「経済安定と企 献
業経営」， 25年4月，国元書房刊，所収）
目
録
原口亮平 再評価と減価償却 税経 25.10.
＾ 酒平井泰太郎 貨幣錯覚と計算錯乱 産経 22.9. 井
‘ーノ
” 再評価積立金の贅本組入と株式政策 会計 26.9. 
／ 現時における会社経理の問題点（平井編「会社経理」，
27年6月，森山書店刊，所収）
不破貞春 資本充実と会計理論 企会 33.1.
宮上一男 過剰生産恐慌下の再評価 会計 25.2.
” 固定資産再評価論（大阪商大経研編「社会科学文献解説
V」,25年2月，始生社刊，所収）
宮坂保清 再評価に関する会計実務 税弘 29.12. 
藻利重隆 実体資本維持の理論 産経 27.12.
森 JI I 博 戦後資本蓄積の諸段階と会計政策（木村編「資本蓄積と
企業会計」，所収）
山下勝治 インフレーショソと減価償却問題 企会 24.3.
” イソフレーショソ下の固定資産評価問題（平井編「経営 八
経理と公認会計士」， 24年6月，国元書房刊，所収） 四
” 再評価差額の変質 産経 25.2.
II 安定価値計算としての固定資産再証価（平井編「経済安
定と企業経営」，所収）
” 資本蓄積策に忘れられている根本問題 産経 28.1.
” 資産再評価を防げるもの 企会 28.6. 
” 資産再評価の前提 税経 28.8 
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山下勝治 減価償却の資本蓄積的機能 税経 29.1. 
‘’ インフレーショソ会計実践化の途
産経 29.1.
” 減価償却と資本蓄積
経済人 29.2.
わ ” 再評価の理論
産経 29.5.
が
横山智 再評価の損益 企会 25.3.国
の 渡 辺 進 インフレーツョン下の企業資本 工•コノミスト 23.4.21. 
塁 ” 生産力衰退防止と合理化の為に
東洋経済 23.5.29.
塁 II 固定資産評価替問題の検討 産経 23.10. 
価 II 紡積業得興の重要課題 関経連月報 23.12. 
に．
資産再評価案要綱批判 ニコノミスト 24.3.1. 関 ， 
す
‘’ 固定資産再評価の理由 経営 24.4.る
主 ‘’ 固定資産再評価の問題点 会計 24.10. 
屡 ‘’ 再評価問題の帰趨（平井編「経済安定と企業経営」，所収）献
‘’ 再評価と固定姿産税 企会 25.6.目
録 II 再評価と有元憲氏 経済人 27.7.
a ” 減価償却・と租税政策 経済人 28.1.
芭 ‘’ 再評価に関する若千の基本問題 神大企業経営研究皿 28. 
‘’ 貨幣価値変動と課税所得 会計 28.7.
II 第三次再評価の限度額 産経 28.12. 
‘’ 資本蓄積と再評価 簿記 29.4.
井上達雄 固定資産再評価理論と資本維持 産経 25.1. 
馬場克三 会社経理論 (24年11月，惇信堂刊） P. P.139~178. 
， 固定資産再評価と企業の収益性 産経 25.2. 
” 資産再評価実施状況とその解釈
企会 26.4. 
” 減価償却論 (26年4月，千倉書房刊） P. P.297~321. 
番場嘉一郎 再評価差額の本質 企会 24.12.
” 資産再評価の会計理論（平井編「企業会計原則批判」，
25年8月，国元書房刊，所収）
拙 稿 MSA体制と再評価問題 経済評論 29.1. 
八 ” 資産再評価と中小企業 同盟時報 29.3. 
． II 固定姿産再評価の狙うもの（木村編「資本蓄積と企業会
計」，所収）
， 固定資産再評価の会計実務（関大商学論集，創立70周年
記念号， 3~11月刊，所収）
‘’ 固定査産再評価の展開とその主体（木村他監修「現代経営
会計講座」'][巻， 31年7月，東洋経済刊，所収）
” 資産再評価法・企業資本充実法の立法経過 会計 32.12. 
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(b） 経済専門家のもの
有沢広巳 日本経済はいまいかなる段階にあるか 世界 29.4. 
工~コノミス
資産再評価とその影響 エコノミスト 24.3.1. 
ト編集部
” 資産再評価の具体的措置 ニコノミスト 24.10.1. 
わ
が
” 再評価実施の方法と問題点 ニコノミスト 24.10.21. 国
資産再評価と企業の立場 ニコノミスト 24.11.L 
の
” 塁
” 再評価最後案の要点 ニコノミスト 25.2.11. 再
” 戦後資本蓄積の特質を探る ェコノミスト 27.4.21. 評
” 第三次再評価の題問点 ェコノミスト 28.8.29. 
価
に
” 再評価の強制実施とその影響 ェコノミスト 29.2．切．
関
す
木村請八郎 第7•第10• 第15国会参議院大蔵委員会 (25.3.7., 26. る
2.27., 28,3.9.）の委員会議録にみられる同氏の発言。 主
木村元一 シャウプ税制改革の一焦点 産経 24.11. 屡
興銀調査部 資産再評価に望む 産業金融 25.6. 
献
目
田中信太郎 第7国会参議院大蔵委員会 (25.3.7.）の委員会議録に 録
＾ みられる同氏の公述。 酒高田保馬 資本蓄積と減価償却 阪大経済学 28.10. 巴
” 再評価強制の問題 経済人 29.3. 
高橋亀吉 資産再評価強制の意味するもの 投資経済 29.3．上旬
高橋正雄 第19国会衆議院大蔵委員会 (29.4.16.）の委員会議録に
みられる同氏の公述。
武田隆夫 第10国会衆議院大蔵委員 (26.2.17)の委員会議録にみ
られる同氏の公述。
谷山治雄 日本の税金 (30年12月，三一書房刊） P.160. 
俵 敬 減価償却不足論 ダイヤモンド 32.1.15. 
土 屋 清 資産再評価の波紋 経営 24.11.
典早 諭 稔 贅産再評価と日本経済 エコノミスト 24.11.21. 
日興証券調査部 資産再評価の効果 投資月報 25.7. 
” 資産再評価の実証的回顧と問題点 投資月報 26.1.
” 株式による配当と準備金の資本組入 投資月報 26.4. 八
” 企業経営における内部菩積と配当性向 投資月報 28.2. 
” 第三次再評価の要点 投査月報 28.9. 
野村証券調査部 資産再評価の総合的検討 財界観測 26.1.1. 
” 再評価のやり直しは一度だけか 財界観測 26.2"1. 
” 無償交付の論理 財界観測 26.2.1. 
” 資産再々評価の検討 財界観測 27.2.1. 
波多野 鼎 第7国会参議院大蔵委員会 (25.4.20.）の委員会議録に
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みられる同氏の発言。
林 栄 夫 固定資産再評価をめぐる租税問題 立正大経済学季報 31.8.
” 固定資産再評価の産業別・階層別分析都立大人文学報 31.12.
わ 山一評券調査部 第三次再評価の検討 証券月報 28.4. 
が
井藤半弥 イソフレ下の租税制度 ダイヤモソド 23.1.21. 国
の
‘’ インフレーションと課税技術 一橋論叢 23.4. 資
産 ” 再評価税反対論の再吟味 税会 24.4. 再
” 第 7国会衆議院大蔵委員会 (25.3.2.)，第10国会参議院評
価 大蔵委員会 (26.2.27.)の委員会議録にみられる同氏の
に．
公述。関
す ダイヤモン 資本修正はいつ実現する ダイヤモソド 23.6.21. 
る ド編集部
主 ” 会社資産の再評価は株式に有利か不利か要
ダイヤモンド 24.2.11. 
文
献
” 資産再評価の現実はどう響くか ダイヤモソド
24.8.29. 
目
録 ” 再評価株の皮算用 ダイヤモ‘ノ
ド 25.6.1. 
＾ ” 
再評価やり直しで株式は騰貴するか ダイヤソド 26.1.21. 酒
井 II 強制再評価の問題点を探る ダイモソド 29.3.11. 
、一
‘’ 中小企業も再評価をすればこれだけ得になる
ダイヤモソド 32.4.2. 
(c) 財界人のもの
阿 部 清 資産再評価とその損益分岐点 企会 25.8. 
阿部康二 証券市場からみた再評価問題 産経 23.11. 
II シ勧告と再評価強制の限界 経営 24.11. 
‘’ 配当制限を除けば賛成 東洋経済 29.3.6. 
青砥正吉 第三次再評価の在り方について 企会 28.7. 
有 元 憲 資産評価換と資本修正の必要 経済連合 23.3. 
” 評価替と正常在高法 紡績月報 23.10. 
‘’ 産業復興と疑産再評価の問題 産経 23.12.
” 法人税の改正と固定姿産再評価について
企会 24.5. 
八 ” 何故の再評価ぞや 紡績月報 24.5. 
” 固定資産再評価の焦点（「租称「ツャウプ勧告の綜合的
研究」所収）
伊東光太郎 棗本蓄積と第三次姿産再評価（高瀬編「資本蓄積と会社
経営」， 28年10月，森山書店刊，所収）
岩碕英恭 強制再評価の問題 企会 29.2. 
‘’ 強制再評価の実施 企
会 29.4. 
II 三次に亘る資産再評価の成果 企会 31.5. 
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内山徳治 インフレーション下に於ける企業財務の諸間題 産経 22.9. 
” 資産再評価と架空利益排除に関する私案 産経 23.11.
” 
資産再評価に対する課移の可否とその限界東洋経済 24.8.27. 24.9. 3. 
II 資産再評価の問題点と企業への影響 経営者 24.11. わ
が
” 資産再評価の実施に関する若干の提案 東洋経済 24.11.5. 国
資産再評価に伴う法人税負担の増減に関する数理的研究
の
” 塁東洋経済 24.11.26. 
” 資産再評価に伴う各種税負担の増減関係 税会 25.1. 雷
” 資産再評価と価格構造への影響 経営者 25.5.
価
に
‘’ 資産再評価の尺度 東洋経済 25.5.6~13. 関, 資産再評の問題点 税経 26.3. する
” 第三次再評価限度度額の問題点 産経 28.12.
主
木内 山戸徳 伴治 再評価に伴う税負担の増減に関する研究（企業研究会編 屡
「企業と税制改革」， 25年7月，森山書店刊，所収） 献
目
小野清造 資産再評価の必要性 産経 23.12. 録
大住達雄 資本構成是正について考えうるべき諸点 産経 28.4. 砿
‘’ 資本の搾取を止めよ 経営者 28.4.
井
‘ーノ
” 資本・株式・配当 経団連月報 29.4. 
奥村綱雄 資産再評価と株式市場への影響 ダイヤモソト• 24.8.1. 
加藤戒三 会社経理担当者よりシャウプ税制改革に望む 産経 24.12.
‘’ 資産の再評価は慎重に（租研「シャウプ勧告の綜合的研究」，所収）
加 藤 信 通貨の最終処理と安定価値計算 経営 23.7.
金 子佐一郎 固定資産再評価の具体化について 産経 23.12. 
” 再評価税・固定資産税・附加価値税に就いて 産経 24.11. 
” 任意再評価と企業の対策 企会 25.4.
” 資本蓄積と資産再々評価 経営者 26.2.
” 再評価問題と資本蓄積 ニコノミスト 26.3.11. 
” 第二次資産再評価問題 産経 26.4.
” 再評価積立金の資本組入と無償株交付 産経 26.10. 八
” 資本構成の是正 産経 27.11. ゜” 第三次資産再評価について 税経切．11.
” 資産再評価限度額計算の問題点 産経 28.2. 
” 簿記と第三次再評価について 簿記 28.3.
” 第三次再評価実施を控えて 企会 28.7.
” 第三次再評価と再評価強制について 産経 28.8. 
” 経営合理化と第三次再評価 企会 29.2.
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経団連事務局
関口啓太郎
省
井武田健夫
‘-ノ
” 
” 
‘’ 
” 
” 
竹村幸一郎
” 
” 
‘’ 
中島俊
” 
中村鼎
中本龍明
長嶺元二郎
七
九西川卯之助
西川孝次郎
西野嘉一郎
強制再評価と企業への影響 税弘 29.5.
会社経理と会社財務（経済同友会編「経営基礎講座」 4.
29年6月，ダイモンド社刊）
資本充実の必要性と問題点
代表企業はどう資産を再評価したか
第三次再評価の試案
税審の資産再評価案を検討する
ニコノミスト 27.12.20・ 
経済連合 24.2. 
資産再評価措置に関する若千の新しい問題 経済連合 24.8.
ツャウプ税制調査団の勧告概要を見て
”
 ”
 ”
 ”
 
シャウプ勧告と法人の税負担に関する諸問題経済連合 24.10.
固定資産再評価の目安 経済連合 25.2.
資産再評価の回顧と今後の問題 経済連合 27.7.
強制再評価と資本組入保進策について 経団連月報 29.4.
評価替と外資灌入の関連
資産再評価と評券市場
企業資産の評価替に関する提案
固定資産の評価方法
固定資産評価替の帰趨
企会 33.1. 
税会 25.7. 
経済連合 24.9.
東洋経済 23.5.29.
産経 23.12. 
産経 23.2. 
産経 23.3. 
ェコノミスト 23.8.21. 
建設の古い会社の再評価後の償却について
収益還元評価法
半永久的な借金過剰
資本組入れ強制の問題点
経営者不信任法なり
資本充実と増棗対策
資産再評価の問題点
第二次再評価法への批判
減価償却問題
資本充実法への批判
イソフレーション会計の諸問題
インフレーショソと再生産原価計算
固定疑産再評価の勘定整理法
固定資産再評価に対する問題点
固定資産評価の限界
第三次再評価の焦点
企業の資本蓄積策に対する根本問題
第三次資産再評価法に対する批判
企会 24.7. 
企会 24.11. 
財界観測 25.3.15. 
財界観測
29.1.15. 
29.2. 1. 
東洋経済 29.3.6. 
企会 29.4. 
ェコノミスト 24.9.21. 
経済人 26.6. 
関経連月報 24.6. 
企会 29.7. 
東洋経済 22.11.29.
紡績月報 22.11.
会計 26.6. 
企会 24.1. 
税会 25.5. 
経営 27.1.
産経 28.3. 
税経 28.9. 
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紡績協会調査部
(d) 
安
大
達利
倉
夫
真
関西労調編集部
私鉄労組
関東地連
総評調査部
資本構成是正に対する諸方策（高瀬編「資本蓄積と会社
経営」，所収）
再評価を強制実行せよ ダイヤモソド 28.12.11.
企業における資本蓄積の基本問題 税経 29.1.
経済同友会の提唱する「新資本決定法」の意義 産経 29.2.
企業資本の充実を急げ ダイヤモ` ノド 29.3.11.
企業資本充実法案批判 税経 29.6.
再評価積立金の最終処理と自己資本充実方策 企会 33.1.
株式から見た資産再評価 エコノミスト 24.10.11.
評価替は時期尚早 東洋経済 23.5.29.
当面の賃金問題と課題 (31年 1月，同事務局刊） P. P.88~104. 
企業の配当状況と資本蓄積の問題 企会 29.5.
再評価積立金の最終処理案について 経済人 33.1.
インフレ時に於ける損益計算方式の反省 税経 23.10.
インフレ時に於ける貸借対照表内容の反省 税経 24.2.
資産再評価と株式 経済人 25.8.
イソフレ会計を徹底せよ ダイヤモソド 23.4.21.
イソフレ下税制措置への要望 産経 23.9.
再評価積立金の資本化をめぐって 経営 26.3.
第10国会参議院大蔵委員会 (26.2.27.）の委員会議録に
みられる同氏の公述。
資産再々評価の問題点
生産業に於ける緊急問題
資産再評価を阻む事情と其調整策について
法人税改革の方向
「資本蓄積促進法」の構想
イソフレーショソ下の生産機能の維持
経済連合
関経連月報
税経
関経連月報
税経
紡績月報
賃上げの理論的根拠 (31年3月，一橋書房刊）
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26.3. 
23.7. 
26.5. 
24.6. 
28.1. 
23.3. 
労組側のもの
標準賃金と第三次資産再評価 労働経済旬報 29.4．上旬
第7国会参議院大蔵委員 (25.3.7.）の委員会議録にみら
れる同氏の公述。
第三次再評価のねらうもの 労働調査時報 29.4．上旬
私鉄における資本蓄積の方法（同地連，調査資料25号）
P. P.13~14. 
P.119. 
七
八
(e) 行政当局者のもの
(.12) 177 
明里長太郎
伊原隆
池田修
わ
が
国
の
資
産
再
評
価
に
関
す
る
主
要
文
献
目
録
（
酒
井
）
池
磯
泉
田
江
善
重
”
 
行
泰
” 
市丸吉左衛門
II 
” 
” 
” 
” 
美之松
梅
七
七
江
小
大
片
河
小
佐
塩
杉
高
武
” 
” 
” 
” 
原．音
健
四
I
I
I
I
I
I
 
口
川
” 
橋
淵
” 
西俊
宝
藤七
綺
之
橋
田
尾
俊
昌
”
 
司
郎
泰
和
郎
潤
洋
英
輔
法人の資産評価と資本の蓄積 税会 25.7.
資産再評価問題を中心として 経済連合 24.10.
資産再評価個人の部の計算 税経 25.5.
個人の資産再評価の計算と申告手続 税経 25.8.
新旧税法下における企業の苦悶 経営 25.5.
資産再評価に関する問題点 税経 25.1・
再々評価の問題点 税経 26.3.
シャウプ勧告と姿産再評価 産経 24.11.
資産再評価とその採算 産経 25.1.
法人の第二次資産再評価と再評価積立金の資本組入税経 26.5.
資産再評価の採算と経理 簿記 28.6.
法人税の改正と第三次再評価について 簿記 28.9.
第三次再評価は強制すぺきか 企会 29.2.
資本蓄積と税制 経済人切．12.
第三次資産再評価について 企会 28.4.
第三次資産再評価の概要 税経 28.4.
第三次再評価の問題点について 企会 28.7.
資産再評価の強制措置について 会計 29.6.
法人再評価の動向と若千の問題点 産経 25.10.
資産再評価の今後の問題 経営 26.2.
再評価積立金の最終処理 産経 26.2.
資産再評価特例措置の輪郭 産経 26.4.
再評価積立金の姿本組入 経済入 26.10.
再評価計算の具体的方法 産経 25.3.
資産再評価実施に関する諸問題 産経 25.7.
株式会社の再評価積立金の資本組入に関する法律の解釈
について 企会 31.4.
固定資産の再評価 産経 23.i2.
シャウプ勧告の資産再評価について 企会 24.11.
固定資産税と資産再評価 税会 25.7.
個人企業の再評価とその利点について 税経 25.8.
準備金及び再評価積立金の資本組入れと税務計算簿記 29.2. 
資産の再評価税に関する問題について 税経 25.1.
演産再評価法案要網の解説 税経 25.2.
第三次再評価の概念 産経 28.4.
資産評価強制の問題点 会計 29.6.
資産再評価後の会社経理をどう処理するか 税会 25.4.
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武田昌輔 法人の第二次再評価について 税経 26.7.
” 第三次再評価に関する通達及び申告書の記載について
税経 28.10.
II 再評価後の減価償却 税経 29.4. わ
企業資本充実のためのの資産再評価等の特別措置法の取
が
” 国
扱について 企会 29.8. の
” 中小企業の資産再評価特例法取扱通達について 産経 32.8. 塁
立川宗正 資本菩積と企業経営 企会 33.1.
再
評
中上政雄 要再評価資産に対する固定資産税の軽減 税経 30.5. 価
tこ
庭山慶一郎 再評価積立金の最終処理案について 経済人 32.12. 関
野 本 実 資産再評価と会社実務 税経 30.2. する
” 中小企業の資産再評価の概要 税弘 32.5. 主
平 井 悟 中小企業の資産再評価の特例する関する法律の取扱（法
要
文
人関係）について 税弘 32.9. 献
目
平井迪郎 企業資本充実のための資産再評価等の特別措置法につい 録
て 産経 29.5. 
＾ 酒平田敬一郎 法人税制の改正について 企会 24.3. 井、ノ
” 資産再評価の根本問題 税経 25.1.
” 企業は資産再評価にどう対処したらよいか 税会 25.1.
II 資産再評価に関するシャウプ勧告と政府案 企会 25.4. 
” 資産再評価の促進について 産経 29.2. 
伏木昭吉 旧姿産再評価法別表第 1の倍数及び未償却残価表につい
て 税経 28.11.
湊 良之助 資産再評価法の問題点 経営 25.5.
” 資産再評価と経理問題 税経 25.5. 
” 再評価後の減価償却に関する主要問題 企会 25.10.
” 中小企業の資産再評価 企会 32.5. 
向山佳宏 法人の第三次資産再評価に関する取扱通達の解説産経 28.11.
桃井直造 個人企業資産の資産再評価の利点について 税経 25.8. 
吉田信邦 固定査産再評価の理論的根拠（租研編「シャウプ勧告の
七
綜合的研究」，所収） -ノ‘
” 資産再評価法の要点 税会 25.4.
” 資産再評価対策に関して 経済人 26.2. 
” 再評価積立金の資本組入 ダイヤモンド 26.4.21. 
渡辺喜久造 昭和28年度の税制改正及び今後の問題点 経済人 28.10.
井上教恵 個人の第二次再評価について 税経 26.9.
後藤喜一 再評価積立金の経理について 簿記 29.8. 
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c 資料およびシムポジウム記事
料
綿絲紡績業の財務諸表分析及び資産再評価
同大商学部創立5周年記念論文集 28.12. 
化学繊維業の資産再評価 同志社商学 31.2.
資産再評価と重要産業（特集号） ェコノミスト 24.11.1. 
固定資産評価替に関する調査 関経連月報 24.6.
第一次再評価に関する調査 経済人 26.1.
デノミネーツョンに関する要墓調査 経済人 29.9.
資本蓄積と企業利潤 経済人 31.7. 
企業と税制改革（25．年7月，森山書店刊）
戦後日本の資本蓄積と企業経営 (32年5月，至誠堂刊）
棗産再評価の実績
再々評価と業界の実情
経済連合 26.2.
経済連合 26.3. 
国会衆＜参＞議院会議録（第7,10, 15, 16, 19, 26の
各国会）
国会衆＜参＞議院大蔵委員会議録（同上）
再評価と減価償却 産経 29.2.
再評価積立金最終処理案 産経 33.1.
法人の第三次姿産再評価の実施状況 産経 31.3.
資産再評価事情に関する調査報告 企業経営研究皿 28.
減価償却の不足に関する論議と現実（木村他監修「現代
経営会計講座」皿巻，所収）
資本食いつぶしの実態 東洋経済 29.3.27.
第三次再評価実施後利益及び配当予想試算表投資月報 29.2.
資産再評価ほ如何に実施されたか 財界観測
25.7.1. 
（以下12号）
企業をめぐる盗本蓄積 財界観測 26.2.15.
無償交付は如何に行われたか
資産再評価と資本組入調べ
減価償却不足論の再検討
東洋経済 29.1.2.
財界観測 27.3.1., 
財界観測 30.8.1. 
ェコノミスト 31.4.21. 
第二次再評価をどこがやるか ダイヤモソド 26.11.1.
株式全銘柄の無償増資力調ベ ダイヤモンド 30.6.25.
146社の無償増資予想 ダイヤモンド 31.2.18.
株式全銘柄の無償増賓及び有償増資予想ダイヤモ‘ノド 31.5.1.
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(b） シムボジウム記事
①
②
⑧
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
 
インフレ下の企業経営
企業再評価の基本問題
資産の再評価をめぐって
再評価方式は適切なりや
固定資産再評価をめぐりて
資産再評価と株式の見透し
第三次再評価の問題点を語る
資本蓄積に於ける日本と西ドイツ
資産再評価は強制すぺきか
法人税改正の問題点について
第三次資産再評価はどうやるか
価格水準変動と企業利益測定の問題
税制改革を検討し企業の建全化を語る
企業資本充実法案の問題点を衝＜
企業会計より見たる改正税法
財務会計における資本維持
D
 
諸外国における再評価事情ならびに研究の紹介
(a) 第一次大戦後のもの
片
片
片
向
ソヴィエト
野一郎
フランス
野一郎
ドイツ
野一郎
井梅次
各国
太田•岩田・片野
片野一郎
フランスの平価切下と固定資産再評価
イソフレーシ aン会計の全貌
秘密積立金課税と再評価
産経 22.9. 
経済連合 23.3.
産経 23.9.
ダイヤモソド 24.2.21. 
経営 24.4.
東洋経済 24.10.1.
企会 28.5.
産経 28.5.
企会 28.7.
企会 28.8.
東洋経済 29.1.2~9.
産経 29.3.
企会 29.3.
企会 29.5.
企会 29.6.
企会 31.6.
” 
高瀬 荘太郎
向井梅次
ソヴェート企業会計制度 (26年 8月，春秋社刊）
P.65, P.149, P. P.167~168, 
産経
P.206. 
24.3. 
企会 24.99.
税経 25.3.
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貨幣価値変動会計 (21年11月，産業図書刊）
イソフレーション会計の実証的研究 (21年12月，産業図書刊）
安定価値会計 (24年9月，新紀元社刊）
通貨安定法の実施と企業財政
再評価差額をめぐる独澳企業の実例
産経 22.10. 
税会 25.3.
(b） 第二次大戦後のもの
(16) 173 
アメリカ
浅 羽 二 郎 Dollarsから Zollarsへ 経理知識 28.12. 29. 1. 
片野一郎 物価水準の変動と財務諸表（訳） 産経 27.6. 
わ 木村和三郎 会計理論の動揺 企会 27.2. 
が 黒 沢 清 投下原価説への批判をめぐって 産経 28.2. 
国
の 清水宗 メイ「企業利益と物価水準に関する会計学的研究」
塁 関大商学論集 31.4. 
再 菅原秀人 資本蓄積と加速償却（木村編「資本蓄積と企業会計」所収）
評 高橋芳蔵 ペイトソの統一ドルによる会計報告の構想
価
福島大商学論集 31.3. に
関
‘’ ペイトソ統一ドル会計報告批判 商学論集 31.9. す
” 「物価変動と会計」に関する最近の論争 企会 32.1.る
主 ” 貨幣価値変動会計におけるスウィーニとペイトンの地位
屡 商学論集 32.2. 
献 高松和男 物価変動とアメリカの会計学 会計 28.8. 
目
” 価格変動と資産会計 (29年4月，中央経済社刊）録
中村万次 経済変動下の更新原価論争 企会 30.1,30.3. 
日野瀬新蔵 価値修正会計分析手続の摘用 会計 29.7, 29.10~12. 
、一ノ II 価値修正会計分析の基本的方法 税経 30.2~3.
山桝 忠 恕 貨幣価値変動と米国投資家の所得水準 企会 28.7.
山 崎 旭 イソフレーション会計の一考察 高崎論叢 31.1. 
II 価格変動と減価償却 福島大商学論集 31.9. 
山辺 六 郎 固定資産再評価問題をめぐる最近アメリカ会計学界の動向
渡上 村辺久進雄 企業所得の研究（訳） （31年12月，中央経済社刊）
産経 25.2~3.
馬場克三 最近のアメリカに於ける減価償却問題 企会 25.6.
イギリス
木内佳市 価格変動と企業利益 税経 28.11.
平栗政吉 英国インフレーション会計問題 税経 28.12. 
山 崎 旭 B. J．デーヴィスのイソフレーショソ会計について
七
高峻論叢 32.3. 
ソヴィエト
大島国雄 ソヴェトにおける減価償却の問題 産経 32.4. 
杉本金馬 ソヴェト経営会計制度の新動向 企会 32.1. 
‘’ ソ連工業における減価償却（訳） （32年10月，同文館刊）
P. P.13~18, 55~56, 125~150, 317~219. 
中 国
渡 辺 進 イソフレーション下の企業資本（前掲）
ニコノミスト 23.4.21. 
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西ドイツ
伊藤正 DM貸借対照表序説 会計 27.3. 
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DM貸借対照表法における財産物件を廻りて
独逸馬克貸借対照表補完法
独逸馬克貸借対照表法（暫定訳）
再評価による貸借対照表価格の決定
再評価設備財産の減価償却
新計上金額とl日帳簿残高との関連 会計 32.12. 
税経 33.3~4. 
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第三次ドイツ・マルク貸借対照表補完法
西独に於ける資産再評価と新資本金の決定
大日本紡調査時報（合併号） 29.3.4. 
デェマルク開始貸借対照表法t口於ける評価 会計 28.1.
ライ l:.スマルクよりドイチェマルク会計ヘ
西ドイツに学ぶもの (28年8月，同文館刊）
企会 28.9.
企会 29.9.
税経 29.11.
（以下5号）
会計 3.12. 
会計 32.4. 
会計 28.8.
P. P.25~58. 
デェマルク貸借対照表法による資本金決定問題 会計 28.10.
ドイチェマルク貸借対照表法（訳） 大日本紡調査時報 29.5. 
フラソス・イソフレーションにおける貸借対照表の再評
価と改訂 一橋論叢 28.10.
フランスのイソフレーション会計と税制 税経 27.9.
再評価に関する若千の基本問題（前掲）
神大企業経営研究皿． 28. 
米英における「物価変動と会計」に関する最近の研究に
ついて ビジネス・レビュー 28.6.
価格水準調整について 神大企業経営研究w.32. 
英仏の資産再評価問題 ニコノミスト 24.9.11． 七
価値変動会計と企業本質論 青山経済論集 29.11.
資本蓄積と減価償却（木村編「資本蓄積と企業会計」，
所収）
馬場克三 減価償却論 (26年4月，千倉書房刊） P. P.300~303. 
拙 稿 戦後各国における再評価事情 関大商学論集 32.12.
